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地球温暖化とエネルギー
そして
身のまわりの放射線について

日本原子力文化振興財団
原子力有識者

坪谷隆夫

雷神山古墳（宮城県HPより）

仙台空港（名取市HPより）
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地球温暖化は世界大戦？

エネルギー安定供給・低炭素社会に向けて

第１部 地球温暖化とエネルギー

第２部 身のまわりの放射線
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環境省ＨＰより

第１部 地球温暖化とエネルギー

地球温暖化は世界大戦？
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4原子力委員会ビジョン懇談会（２００８）
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地上天気図（昭和３４年９月２６日２１時）

県立川崎図書館ＨＰ（高潮）

伊勢湾台風時の高潮の状況

気象庁HPより
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原子力委員会ビジョン懇談会（２００８）

英国大使館Hpより
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地球温暖化の原因（自然変動主因説）

• 現在は小氷河期の回復期

• 1880年頃から直線的に温度上
昇→温暖化は自然変動

• 1920-1970年の温度変動は
CO2と無関係

• 北極圏の1950～2000年の温
暖化は消えた

• 1900年以降の温暖化は自然
変動が主因→CO2の影響は1/6程

度
石井正則氏より提供（赤祖父俊一 正しく知る地
球温暖化より）

木の年輪から推定した気温変化。1800年頃から氷
河期が回復

世界平均と北極圏の温度。CO2の上昇は1946年
頃から。

1880年頃からの温度変動は直線的上昇
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地球温暖化に対する有効予防対策論

•温暖化の原因は多様 未解明なものも多い

自然変動 太陽、火山、大気、海洋 など

人為的要因 温暖化ガス、エアゾル、土地変革 など

自然変動＞人為的要因であっても可能な限り抑制は必要！

•温暖化抑制には有効予防原理適用 non regret policy

効果の不明なものへの投資は慎重に！

自然変動が大きいとしても数億年かけて固定したCO2を数百年で

開放するのは望ましいことではない

→急激な変化は生態系への影響もしばしば問題が生ずる

•エネルギー･資源問題解決の枠内なら有効予防策

原子力、自然エネルギー、省エネ、石炭高度活用（CCSも）など

程度はともかく、温暖化抑制にもなる 損はない！

石井正則氏より提供（赤祖父俊一 正しく知る地球温暖化より）
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チーム・マイナス６％

１人、１日、１ｋｇ
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１３億７千万トン
（２００７年）
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冷蔵庫（400 リットル）１日で電気１kWh
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日経朝刊１面 ２００８年８月１３日
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17原子力委員会ビジョン懇談会（２００８）
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エネルギー安定供給・低炭素社会に向けて

金
可採埋蔵量４２０００トン
１７年（年間需要 ２５００トン）
（物質・材料研究開発機構（２００８））

「原子力・エネルギー」図面集２００９（日本原子力文化振興財団）より
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１兆１千億kwh

「原子力・エネルギー」図面集２００９（日本原子力文化振興財団）より
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「原子力・エネルギー」図面集２００９（日本原子力文化振興財団）より
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「原子力・エネルギー」図面集２００９（日本原子力文化振興財団）より
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日本の原子力発電所の運転･建設状況
東京電力(株)柏崎刈羽原子力発電所

北陸電力(株)志賀原子力発電所

日本原子力発電(株)敦賀発電所

関西電力(株)美浜発電所

関西電力(株)大飯発電所

関西電力(株)高浜発電所

中国電力(株)島根原子力発電所

中国電力(株）上関原子力

　　　　　　 発電所

九州電力(株)玄海原子力発電所

東北電力(株)東通原子力発電所

北海道電力(株)泊発電所

東京電力(株)東通

原子力発電所

九州電力(株)
川内原子力発電所

電源開発(株)大間原子力発電所

東北電力(株)女川原子力発電所

東北電力(株)浪江･小高原子力発電所

東京電力(株)福島第一原子力発電所

東京電力(株)福島第二原子力発電所

日本原子力発電(株)東海第二発電所

中部電力(株)浜岡原子力発電所

四国電力(株)伊方発電所

(商業用・2009年1月末現在)

出力規模

100万kW以上100万kW未満50万kW未満 着工準備中

建設中

運転中

6,516.566合　　計

1,356.210着工準備中

366.83建　設　中

4,793.553運　転　中

合計出力(万kW)基　数

１ 2 31 2 1 2 3

3 4 5

2 3 41

6 7 83 4 51 2

31 2

31 2

1 2

2 3 41 5 6 7

21

2 3 41

31 2

2 3 41

3 41 2

1 2 3

21

1 2 3 4

日本原子力発電（株）東海発電所 1998.3.31運転終了/中部電力（株）浜岡原子力発電所1、2号機 2009.1.30 運転終了

「原子力・エネルギー」図面集２００９（日本原子力文化振興財団）より
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総合資源エネルギー調査会資料（２００８）
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輸入が難しくなる生存基盤資源
食料、エネルギーおよび水
（市川惇信、２００９）

生存基盤資源であるエネルギー

「原子力・エネルギー」図面集２００９（日本原子力文化振興財団）より
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低炭素社会とエネルギー安全保障

出典：資源エネルギー庁
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総合資源エネルギー調査会資料（２００８）
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中越沖地震
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「原子力・エネルギー」図面集２００９（日本原子力文化振興財団）より
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高レベル放射性廃棄物
○原子力発電に伴い必ず発生
○発生量が僅少

炭酸ガス
○火力発電に伴い必ず発生
○発生量は膨大

600万トン

原子力発電所１基の運転
で日本のCO2年間排出量
の０．５％を低減

原子力発電のゴミ
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○固体（セラミックス）-ステンレス鋼の容器にガラスとして封じ込め

①優れた物質（放射性物質）に対する閉じ込め性

②物理的・化学的に安定性

③地下水への耐浸出性

富士山の
火山ガラス

高レベル放射性廃棄物（原子力発電のごみ）
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目標：長い時間、人間の生活環境から安全に隔離

安定な地下深部を利用 地層処分方式の選択
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最終処分技術 最終処分制度

国民社会への定着
（社会が参加した計画へ）

原子力発電の安全・安心

高レベル放射性廃棄物の最終処分 ：社会への定着に向けて
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第２部 身のまわりの放射線について

「原子力・エネルギー」図面集２００９（日本原子力文化振興財団）より
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原子力機構リスクコミュニケーション室資料より
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原子力機構リスクコミュニケーション室資料より
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原子力機構リスクコミュニケーション室資料より
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原子力機構リスクコミュニケーション室資料より
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原子力機構リスクコミュニケーション室資料より
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原子力機構リスクコミュニケーション室資料より
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「原子力・エネルギー」図面集２００９（日本原子力文化振興財団）より
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放射性物質の崩壊と地温

地球全体
積に占め
る比率

熱放出量（ワット） 放射性物質の存在

核（コア） 16% １．７×１０１２Ｗ 含有しない

マントル 82% ３２．３×１０１２Ｗ（注） 豊富

地殻 2% ８×１０１２Ｗ 豊富

地球全体 100% ４２×１０１２Ｗ

注　うち、放射性物質の崩壊熱　２２×１０１２Ｗ

日本地熱学会（２００８）
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「原子力・エネルギー」図面集２００９（日本原子力文化振興財団）より
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原子力機構リスクコミュニケーション室資料より
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原子力機構リスクコミュニケーション室資料より
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48原子力機構リスクコミュニケーション室資料より
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「原子力・エネルギー」図面集２００９（日本原子力文化振興財団）より
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放射能・放射性物質の利用

■工業利用(タイヤ加工、ビニル・プラスチッ
ク加工、厚さ計、着色、非破壊検査)

■農業利用(ジャガイモの照射、害虫駆除、
品種改良)

■医学利用(核医学、重粒子線治療、血液の
照射、器具の滅菌)

■自然科学利用(化学分析、蛋白質の分析、
トレーサー利用、新しい元素、年代測

定)

■人文科学利用(年代測定、産地の特定、美
術品の研究)

■日常生活での利用(X線検査、アイソトープ
電池、煙感知器、グロー管)

放射線医学総合研究所ＨＰより編集
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■ 工業利用

電子線照射とタイヤ加工

■ 農業利用

ジャガイモの照射

■ 自然科学利用
化学分析

タンパク質の分析
トレーサー利用
新元素の発見
年代測定

■ 人文科学利用
年代測定（炭素ー１４利用）

産地の特定（蛍光Ｘ線装置）
美術品の鑑定（蛍光Ｘ線装置）

■ 日常生活での利用
荷物検査（Ｘ線）

放射線医学総合研究所ＨＰより編集
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■ 医学利用

器具の滅菌

血液の照射

・輸血に伴う「移植片対宿主病(GVHD、graft 
versus host diseaseの略)、一種の拒絶反応」防
止

・線源としてγ線やX線が用いられ、輸血用血液
に通常は15Gy。このレベルの照射では、赤血球
は多少の損傷は受けるものの影響を及ぼすほど
のものではない

放射性医薬品 剤形 測定される
もの

99mTc-RBC 注射剤 血液
量

99mTc-ピロリン酸

注射剤 心
機能

67Ga-クエン酸 注射剤 腫
瘍

SPECT(単一光子放射断層撮像法)用放射性
医薬品

PET(陽電子放射断層撮像法)用放射性医薬品

放射性医薬品 剤形 測定されるも
の

15O-酸素ガス 吸入剤 脳酸素消費量

18F-FDG(フルオロデオキシグルコース) 

注射剤 心機能、腫瘍、脳機
能

18F-FDOPA(フルオロドーパ) 

注射剤 脳神経伝達機能

11C-メチオミン 注射剤 アミノ酸代謝、腫
瘍

11C-酢酸 注射剤 心筋酸素代謝

11C-N-メチルスピペロン

注射剤 神経伝達機能

13N-アンモニア 注射剤 心筋血流量

核医学

放射線医学総合研究所ＨＰより編集
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治療に使われている放射線

放射線 在来型の治療用放
射線

重粒子線

電磁波・非荷電粒子線 X線、γ
線

中性子線

熱中性子線

速中性子線

重荷電粒子線

負パイ中間子線

陽子線

重イオン線（原子番号２以
上）

重粒子線治療

荷電粒子線 電子線

放射線医学総合研究所ＨＰより編集
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放射線医学総合研究所ＨＰより
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宮城県立がんセンター

アンギオCT撮影システム装置

リニアック装置

宮城県立がんセンターHPより
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ご静聴有り難うございました


